
      2025年 10 月 22 日   

読者各位   

                           株式会社サイエンティスト社 

   

 このたびは，「人間ドック健診専門医試験問題集 2022 年改訂版」をご購入いただき誠にありがとうご 

ざいます．本書におきまして以下の誤りがございましたので，ここに訂正させていただきますとともに 

深くお詫び申し上げます．   

正 誤 表 

該当頁 誤 正 

51頁 

4.「内分泌・代謝」 

問題 30 問題文 

成人へテロ接合体型家族性高コレ

ステロール血症の診断基準につい

て誤っているのはどれか．2つ選

べ． 

成人へテロ接合体型家族性高コレステ

ロール血症の診断基準について正しい

のはどれか． 1つ選べ．   

52頁 

4.「内分泌・代謝」 

問題 34 問題文 

定期健診の採血を昼食後に実施し

た結果 TC287mg/dL，TG680mg/dL，

HDL-C26mg/dLであった． 

評価方法について正しいのはどれ

か．１つ選べ． 

定期健診の採血を昼食後に実施した結

果 TC287mg/dL ， TG680mg/dL ， HDL-

C26mg/dLであった． 

『動脈硬化性疾患予防ガイドライン』

に準拠した評価方法について正しいの

はどれか．１つ選べ． 

85頁 

10.「婦人科系がん」 

問題 5 解答選択肢 

（c）妊婦の細胞採取器具はブラシ

が望ましい 

（c）細胞採取器具はブラシが望まし

いが、妊婦への使用時は取り扱い説明

書を確認すること. 

136頁 

2.「循環器」 

問題 17 解説文 

心不全には，左室駆出率（LVEF）

が低下した心不全（heart failure 

with reduced ejection 

fraction：HFrEF）と LVEFの保た

れた心不全（heart failure with 

preserved ejection fraction：

HFpEF）がある．心不全の原因疾患

は多岐にわたるが日本のデータで

は，入院した心不全患者の原因疾

患として多いものは，虚血性心疾

患，高血圧，弁膜症である．HFpEF

については原因疾患として高血圧

の占める割合が高いと考えられて

いる．高血圧治療は心不全発症を

予防し，生命予後の延長につなが

る．降圧薬の中ではサイアザイド

成人大動脈弁狭窄症（aortic valve 

stenosis：AS）の治療には大動脈弁置

換術（aortic valvereplacement：

AVR），経皮的大動脈弁形成術

（percutaneous transcatheter 

aortic valvuloplast 

y：PTAV），経カテーテル大動脈弁植

込術（transcatheter aortic valve 

implantation：TAVI）の選択が可能で

ある． 

第一選択の治療は AVRである．  

（以下略） 



系利尿薬は心不全の発症予防効果

が高い．血圧のコントロールのた

めに体重や血圧の在宅レベルの患

者モニタリングは重要であるが，

これのみでは予防とはならない． 

第一選択の治療は AVRである． 

（以下略） 

148頁 

3.「呼吸器」 

問題 14 解答 

（a）（e） （e） 

148頁 

3.「呼吸器」 

問題 14 解説 

現在使用できる肺炎球菌ワクチンは，

23価莢膜多糖体型肺炎球菌ワクチン

（PPSV23）と 13価蛋白結合型肺炎球

菌ワクチン（PCV13）の 2種類がある． 

PPSV23は広範囲の莢膜型をカバー

できる反面，B細胞依存のため免疫

効果が低い．一方，PCV13は免疫機

序に T細胞を介するため高い免疫効

果が期待できる． 

メタアナリシスの結果，（以下、略） 

PCV13は 2024年 9月 30日をもって販売

終了しており，日本では 2025 年 1 月

現在，PPSV23，PCV15，PCV20 3 種類

の肺炎球菌ワクチンが使用されている．

含有する血清型に対して免疫を付与す

る．成人においては，PPSV23，PCV15，

PCV20 のいずれも高齢者や肺炎球菌に

よる疾患に罹患するリスクが高いと考えら

れる者に対し，肺炎球菌による 感染症の

予防を期待して接種される．肺炎球菌ワ

クチンには莢膜ポリサッカライドワクチンと

結合型ワクチンがあり，PCV15，PCV20等

の結合型ワクチンはキャリアタンパク質を

介して細胞性免疫を含めた 免疫応答が

強化され，特に免疫が未熟な小児や免疫

抑制状態の成人に効果が期待される．

PPSV23 は莢膜ポリサッカライドワクチンで

あり，広範な血清型に対応し得るが，免

疫反応が弱い場合があり，結合型ワクチ

ンがこれを補完する． 

メタアナリシスの結果，（以下、略） 

165頁 

4.「内分泌・代謝」 

問題 30 解答・解説文 

（a）（c） (d) 

165頁 

4.「内分泌・代謝」 

問題 30 解説文 

（解説文の追加） 

・・・・・早発性冠動脈疾患は男性

55 歳未満，女性 65 歳未満と定義す

ると追記されている． 

参考文献：日本動脈硬化学会『動脈

硬化性疾患予防ガイドライン 2017

年版』 

・・・・・早発性冠動脈疾患は男性 55

歳未満，女性 65歳未満と定義すると追

記されている．2022 年 7月に同ガイド

ラインが新たに改訂され，その診断基

準も変更された．新たな日本動脈硬化

学会『動脈硬化性疾患予防ガイドライ



 ン 2022年版』において，前述の診断基

準①および②は変更なく、③家族性高

コレステロール血症あるいは早発性冠

動脈疾患の家族歴は“第一度近親者”と

された。また、アキレス腱肥厚は X 線

撮影により男性 8.0mm以上、女性 7.5mm

以上，あるいは超音波により男性 6.0mm

以上，女性 5.5mm 以上にて診断する．

と改訂された．その他皮膚結節性黄色

腫に眼瞼黄色腫は含まないこと、早発

性冠動脈疾患の基準年齢は変更なかっ

た． 

 

参考文献：日本動脈硬化学会『動脈硬化

性疾患予防ガイドライン 2022年版』 

 

 
   

   

 


